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(54)【発明の名称】 カラー液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】開口率を大きくし反射率や透過率を高め、輝度
を向上させ、コントラストも高め、これによって総合的
に表示性能を高める。
【解決手段】反射モードにて使用するカラー液晶表示装
置１５において、透明基板１６上に反射膜１７ａとカラ
ーフィルター１８と保護膜２０と透明電極２１と配向膜
２３とを順次形成し、このカラーフィルタ１８は赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３つの着色層でもって１
画素２８として、各画素２８を遮光膜１９にて囲むこと
で、格子状となしている。また、縦列は赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）のそれぞれの着色層にそろえ、横列で
は赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）の順番に並べた画素群
を配し、ついでその順番にて並べた画素群を繰り返し配
列する。その際、各画素群については、赤（Ｒ）と緑
（Ｇ）との隙間および緑（Ｇ）と青（Ｂ）との隙間には
遮光膜１９を形成していない。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基板上にお互いに異なる着色層を個々配列
してなる画素をマトリックス状に配し、このマトリック
ス状画素群の各画素間のみに遮光膜を設け、さらにマト
リックス状画素群の上に複数の透明電極がストライプ状
に配列してなる一方透明電極群と配向膜とを順次積層し
た一方の基板と、基板上に複数の透明電極がストライプ
状に配列してなる他方透明電極群と配向膜とを順次積層
した他方の基板とを、一方透明電極群と他方透明電極群
の双方の透明電極が直交するように、ツイストネマチッ
ク液晶を介して配設したカラー液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は基板上にお互いに異
なる着色層を個々配列してなる画素をマトリックス状に
配したカラーフィルタを備え、そのカラーフィルターに
よりカラー化となしたカラー液晶表示装置に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】従来のカラーフィルターを備えたカラー
液晶表示装置を図６と図７により説明する（特開平９－
９０３４２号参照）。
【０００３】図６はカラー液晶表示装置１の断面概略図
であり、図７はカラーフィルターの概略平面図である。
【０００４】このカラー液晶表示装置１は、反射型の単
純マトリクス型カラー液晶表示装置でもって、もしくは
半透過型の単純マトリクス型カラー液晶表示装置として
述べる。
【０００５】２、９はガラス基板などの透明基板であ
り、一方の透明基板２の上には光反射性を備えた反射膜
３ａを形成するか、もしくは光透過性と光反射性を両方
備えた半透過膜３ｂを設ける。
【０００６】反射膜３ａを用いると反射型のカラー液晶
表示装置となり、半透過膜３ｂを用いると半透過型のカ
ラー液晶表示装置となる。
【０００７】そして、反射膜３ａもしくは半透過膜３ｂ
の上に、たとえば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のいず
れかの着色層を被着させることで、３色からなるカラー
フィルター４と成す。
【０００８】このカラーフィルター４においては、図７
に示すように各着色層がマトリックス状に配列され、そ
して、個々の着色層の間には、黒い樹脂や遮光性の金属
からなる遮光膜５を設けている。
【０００９】実際には、あらかじめ透明基板２の反射膜
３ａもしくは半透過膜３ｂ上に格子状の開口部１４を設
けるために遮光膜５を形成し、その開口部１４に各着色
層を赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）の順番に並べてい
る。
【００１０】ついでカラーフィルター４および遮光膜５
を保護するために、シリカ材や合成樹脂などからなる保
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護膜６を設け、その上に透明導電性膜（たとえばＩＴ
Ｏ）からなる透明電極７をストライプ状に形成し、つづ
いて液晶を配向させるための配向膜８を形成している。
【００１１】他方の透明基板９には、透明導電性膜（た
とえばＩＴＯ）からなる透明電極１０をストライプ状に
形成し、その上に配向膜１１を形成している。
【００１２】そして、両透明基板２、９を、双方の透明
電極７、１０が直交され、その直交部がマトリクス状に
配列されるように、対向させる。
【００１３】その際、これら透明基板２、９の間に所定
の間隔を設けるために球状のスペーサー１３を配し、そ
して、液晶１２を充填し封入する。この封入にはシール
剤でもって封止される。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】このように上記構成の
カラー液晶表示装置１においては、２枚の透明基板２、
９の間にスペーサー１３および液晶１２を狭持するに当
り、これら２枚の透明基板２、９をシール剤を介して貼
り合わせるが、その固定においてずれが発生し、これに
より、ストライプ状電極１０と遮光膜５の開口部１４と
の間でもずれが生じる。
【００１５】したがって、このずれが生じないように遮
光膜５の幅をあらかじめ大きく設け、これによって基板
の貼り合わせ誤差を解消するようにしているが、その反
面、遮光膜５の領域が大きくなり、開口率が低下する。
【００１６】反射型のカラー液晶表示装置については、
開口率が低下することで、反射率が低下し、輝度が低下
するので、それを解消すべく開口率を高くするために遮
光膜５を設けない液晶表示装置が提示されている。
【００１７】しかしながら、遮光膜５を設けない反射型
のカラー液晶表示装置においては、電圧を印加した電極
の周辺へも印加するため、電極間の部分の液晶が不安定
になり、コントラストが低下していた。
【００１８】また、半透過型のカラー液晶表示装置にお
いても、反射モードで使用することで、かかる反射型の
カラー液晶表示装置と同様な課題がある。
【００１９】さらに半透過型のカラー液晶表示装置を透
過モードで使用する場合においては、図６に示すカラー
液晶表示装置１において、ガラス基板２の背面にバック
ライトを配し、その照射光をガラス基板２を通して、さ
らに半透過膜３ｂを通して通過させるが、遮光膜５が存
在することで開口率が低下し、同時に透過率も低下し、
これによって輝度が下がり、表示が暗くなっていた。一
方、遮光膜５を設けない場合には、コントラストが低下
していた。
【００２０】したがって本発明は上記事情に鑑みて案出
されたものであり、その目的は反射型のカラー液晶表示
装置または半透過型のカラー液晶表示装置の反射モード
の使用において、開口率を大きくし反射率を高め、輝度
を向上させ、しかも、コントラストも高め、これによっ
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て総合的に性能を高めることで表示品位のバランスを良
好にしたカラー液晶表示装置を提供することにある。
【００２１】また、本発明の他の目的は半透過型のカラ
ー液晶表示装置の透過モードの使用において、開口率を
大きくし透過率を高め、輝度を向上させ、しかも、コン
トラストも高め、これによって総合的に性能を高めるこ
とで表示品位のバランスを良好にしたカラー液晶表示装
置を提供することにある。
【００２２】
【課題を解決するための手段】本発明のカラー液晶表示
装置は、基板上にお互いに異なる着色層を個々配列して
なる画素をマトリックス状に配し、このマトリックス状
画素群の各画素間のみに遮光膜を設け、さらにマトリッ
クス状画素群の上に複数の透明電極がストライプ状に配
列してなる一方透明電極群と配向膜とを順次積層した一
方の基板と、基板上に複数の透明電極がストライプ状に
配列してなる他方透明電極群と配向膜とを順次積層した
他方の基板とを、一方透明電極群と他方透明電極群の双
方の透明電極が直交するように、ツイストネマチック液
晶を介して配設したことを特徴とする。
【００２３】
【発明の実施の形態】本発明のカラー液晶表示装置を図
１～図５により説明する。図１はカラー液晶表示装置１
５の断面概略図であり、図２～図５はカラーフィルター
の着色層の配列パターンを示す。
【００２４】（例１）図１に示すカラー液晶表示装置１
５は、反射型もしくは半透過型に適用する構造である。
【００２５】１６は前記一方の基板であるガラス基板な
どからなる透明基板であり、この透明基板１６の上に反
射膜１７ａもしくは半透過膜１７ｂを設ける。
【００２６】反射膜１７ａを設ける場合には、Ａｌ、Ｃ
ｒ等からなる金属膜を厚み３００Å以上にて被覆して、
たとえば８００Åの厚みにして、これによって反射型の
カラー液晶表示装置１５を構成する。
【００２７】半透過膜１７ｂを設ける場合には、Ａｌ、
Ａｇ、Ｔｉ（ＴｉＯｘ）、Ａｌ合金、Ａｇ合金等からな
る金属膜または低屈折率層と高屈折率層の誘電体膜をそ
れぞれの厚みが２００～３００Å（もしくはそれ以上）
で積層構造にて被覆し、これによって半透過型のカラー
液晶表示装置１５を構成する。
【００２８】そして、反射膜１７ａまたは半透過膜１７
ｂの上に、たとえば赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３
色の各着色層を被着させることで、３色からなるカラー
フィルター１８と成す。さらに着色層の間には、所定の
部位に黒い樹脂や遮光性の金属からなる遮光膜１９を設
けている。
【００２９】カラーフィルタ１８と遮光膜１９の上に、
これらを保護するためにシリカ材や合成樹脂などからな
る保護膜２０を設け、その上に透明導電性膜（たとえば
ＩＴＯ）からなる透明電極２１をストライプ状に形成し
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て前記一方透明電極群を形成し、その上にポリイミド樹
脂などからなる配向膜２３を形成している。
【００３０】一方、透明基板２４の上には透明導電性膜
（たとえばＩＴＯ）からなる透明電極２５をストライプ
状に形成して前記他方透明電極群を形成し、その上にポ
リイミド樹脂などからなる配向膜２６を形成している。
【００３１】そして、透明基板１６と透明基板２４と
を、透明電極２１と透明電極２４が直交するように対向
させ、その直交部がマトリクス状に配列されるように、
対向させる。その際、これら透明基板１６、２４の間に
所定の間隔を設けるために球状のスペーサー２７を配
し、そして、液晶２２を充填し封入する。この封入には
シール剤でもって封止される。
【００３２】本例においては、図２に示すカラーフィル
タ１８のように赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３つの
着色層でもって１画素２８として、各画素２８を遮光膜
１９にて囲むことで、格子状となしている。
【００３３】また、同図の縦列は、赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）のそれぞれの着色層にそろえている。
【００３４】横列については、赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青
（Ｂ）の順番に並べた画素群を配し、ついで、その順番
にて並べた画素群を繰り返し配列する。その際、各画素
群については、赤（Ｒ）と緑（Ｇ）との隙間および緑
（Ｇ）と青（Ｂ）との隙間には遮光膜１９を形成してい
ない。
【００３５】このように遮光膜１９を形成しないこと
で、１画素２８当たりの開口率を上げている。
【００３６】たとえば、１０．４インチ型の８００×６
００（ＳＶＧＡ）の反射型および半透過型のカラー液晶
表示装置１５では、画素ピッチが２６４μmで、遮光膜
１９の幅は２０μmである。遮光膜１９が形成されてい
ない着色層の赤（Ｒ）と緑（Ｇ）との間、ならびに緑
（Ｇ）と青（Ｂ）との間は、１０μｍの幅の隙間になっ
ている。
【００３７】この構成においては、１画素当たりの開口
率｛開口面積÷（カラーフィルタピッチ×画素ピッチ）
×１００｝は、
（２２４×２４４）／（２６４×２６４）×１００＝７
８．４％
である。
【００３８】開口率は、各着色層によって異なる。
【００３９】赤（Ｒ）と青（Ｂ）は
（７３×２４４）／（８８×２６４）×１００＝７６．
６％
であり、緑（Ｇ）については
（７８×２４４）／（８８×２６４）×１００＝８１．
９％
となり、これら３色の平均値は７８．４％になる。そし
て、１画素内の遮光部分が狭くなり、反射膜１７ａへ多
くの光が投光されることで、反射率も開口率にほぼ比例
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し、反射型のカラー液晶表示装置の場合の反射率は１
１．８％となる。
【００４０】また、遮光膜１９の線幅をたとえば１０μ
ｍと細くして、さらに着色層の赤（Ｒ）と緑（Ｇ）との
隙間、ならびに緑（Ｇ）と青（Ｂ）との隙間をそれぞれ
１０μｍと細くした場合は、上述と同じ求め方にて決ま
る。
【００４１】赤（Ｒ）と青（Ｂ）の各開口率は
（７８×２５４）／（８８×２６４）×１００＝８５．
２％
であり、緑（Ｇ）については
（８３×２５４）／（８８×２６４）×１００＝９０．
７％
となり、平均で８７．０％となる。反射率は１画素当た
り１３．１％となる。
【００４２】かくして本発明の反射型のカラー液晶表示
装置１５または半透過型のカラー液晶表示装置１５の反
射モードの使用においては、開口率を大きくしたこと
で、反射率を高め、輝度を向上させることができた。し
かも、各画素単位でもって遮光膜が囲まれており、これ
によって隣接する画素に対する印加電圧による液晶の不
安定要因が低下し、もしくはなくなり、その結果、コン
トラストを向上した。
【００４３】また、本発明の半透過型のカラー液晶表示
装置１５の透過モードの使用においても、開口率を大き
くしたことで、透過率を高め、輝度を向上させることが
できた。しかも、各画素単位でもって遮光膜が囲まれて
いることで、隣接する画素に対する印加電圧による液晶
の不安定要因が低下し、もしくはなくなり、その結果、
コントラストを向上した。
【００４４】（比較例）つぎに、これに対する比較例を
述べる。１０．４インチ型の８００×６００（ＳＶＧ
Ａ）の反射型または半透過型のカラー液晶表示装置にお
いて、前記のカラーフィルター１８を、従来のカラーフ
ィルター４に変えて、それ以外の構成を同じにしてい
る。
【００４５】画素ピッチが２６４μmで、遮光膜の幅を
縦横それぞれ２０μｍと設定した場合、カラーフィルタ
ー４の大きさは、６８×２４４（μｍ）となる。それに
対し、開口率｛開口面積÷（カラーフィルタピッチ×画
素ピッチ）×１００｝は、
（６８×２４４）／（８８×２６４）×１００＝７１．
４％
となる。
【００４６】加えて、縦横それぞれの方向に基板が３μ
mずれると、開口率は、
（６５×２４１）／（８８×２６４）×１００＝６７．
４％
と低い値になり、これによって輝度が低下し、表示が暗
くなる。
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【００４７】この場合、反射型のカラー液晶表示装置
で、反射膜がＡｌの鏡面（平坦）仕様では反射率は１０
％である。
【００４８】また、開口率および反射率を上げるために
遮光膜の幅を１０μmとした場合、その開口率は、
（７８×２５４）／（８８×２６４）×１００＝８５．
２％
となり、開口率は大きくなって、反射率も１２％と上が
る。
【００４９】とくに反射型の液晶表示装置および半透過
型の液晶表示装置の反射モードにおいては、開口率で反
射率が変化し、表示の明るさを決定するため、開口率を
できるだけ大きくする必要がある。
【００５０】（例２）（例１）においては、縦列は、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のそれぞれの着色層にそろ
えて、横列については、赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）
の順番に並べた画素群を配し、ついで、その順番にて並
べた画素群を繰り返し配列した構成である。
【００５１】このような配列構成によれば、前述したと
おり、開口率が各着色層によって異なり、赤（Ｒ）と青
（Ｂ）は７６．６％であることに対し、緑（Ｇ）につい
ては８１．９％というように高い開口率となり、これに
より、画面全体で見た場合、緑が強く表示され、色調の
バランスにおいて緑にかたよる傾向がある。
【００５２】本例においては、さらにかかる色調バンラ
スのくずれを解消し、表示品位を良好にするものであ
る。
【００５３】図３に本例のカラーフィルタ１８ａを示
す。同図によれば、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３
つの着色層でもって１画素２８ａ，２８ｂ，２８ｃとし
て、各画素２８ａ，２８ｂ，２８ｃを遮光膜１９にて囲
むことで、格子状となしている。
【００５４】縦列は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
それぞれの着色層にそろえているが、横列については、
赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）の順番に並べた画素２８
ａと、青（Ｂ）→赤（Ｒ）→緑（Ｇ）の順番に並べた画
素２８ｂと、緑（Ｇ）→青（Ｂ）→赤（Ｒ）の順番に並
べた画素２８ｃとを順次配列し、つづけて画素２８ａと
画素２８ｂと画素２８ｃとの順でもって繰り返し横列に
配している。
【００５５】赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）の順番に並
べた画素２８ａについては、赤（Ｒ）と緑（Ｇ）との隙
間および緑（Ｇ）と青（Ｂ）との隙間には遮光膜１９を
形成せず、これによって１画素２８ａ当たりの開口率を
上げている。
【００５６】同様に青（Ｂ）→赤（Ｒ）→緑（Ｇ）の順
番に並べた画素２８ｂについても、青（Ｂ）と赤（Ｒ）
との隙間、赤（Ｒ）と緑（Ｇ）との隙間には遮光膜１９
を形成しないことで、開口率を上げており、緑（Ｇ）→
青（Ｂ）→赤（Ｒ）の順番に並べた画素２８ｃについて
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7
も、緑（Ｇ）と青（Ｂ）との隙間、青（Ｂ）と赤（Ｒ）
との隙間には遮光膜１９を形成しないことで、開口率を
上げている。
【００５７】このように各着色層との間に遮光膜１９を
形成しないことで、双方間の隙間は１０μｍとなる。
【００５８】そして、赤（Ｒ）→緑（Ｇ）→青（Ｂ）の
順番に並べた画素２８ａにおいて、赤（Ｒ）と青（Ｂ）
の各開口率は
（７３×２４４）／（８８×２６４）×１００＝７６．
６％
であり、緑（Ｇ）については
（７８×２４４）／（８８×２６４）×１００＝８１．
９％
となり、平均で７８．４％となる。
【００５９】青（Ｂ）→赤（Ｒ）→緑（Ｇ）の順番に並
べた画素２８ｂについては、青（Ｂ）と緑（Ｇ）の各開
口率は７６．６％であり、赤（Ｒ）の開口率は８１．９
％となり、平均で７８．４％となる。
【００６０】緑（Ｇ）→青（Ｂ）→赤（Ｒ）の順番に並
べた画素２８ｃについては、緑（Ｇ）と赤（Ｒ）の各開
口率は７６．６％であり、青（Ｂ）の開口率は８１．９
％となり、平均で７８．４％となる。
【００６１】以上のとおり、各画素２８ａ、２８ｂ、２
８ｃとも平均開口率が同じになり、これによって特定の
色が強調されなくなる。また、反射率は１画素当たり１
１．８％となる。
【００６２】かくして本発明の反射型のカラー液晶表示
装置１５または半透過型のカラー液晶表示装置１５の反
射モードの使用においては、開口率を大きくしたこと
で、反射率を高め、輝度を向上させることができた。し
かも、各画素単位でもって遮光膜が囲まれており、これ
によって隣接する画素に対する印加電圧による液晶の不
安定要因が低下し、もしくはなくなり、その結果、コン
トラストを向上した。
【００６３】また、本発明の半透過型のカラー液晶表示
装置１５の透過モードの使用においても、開口率を大き
くしたことで、透過率を高め、輝度を向上させることが
できた。しかも、各画素単位でもって遮光膜が囲まれて
いることで、隣接する画素に対する印加電圧による液晶
の不安定要因が低下し、もしくはなくなり、その結果、
コントラストを向上した。
【００６４】加えて、各画素２８ａ、２８ｂ、２８ｃと
も平均開口率が同じになり、これによって特定の色が強
調されなくなり、色調バランスが良好になり、優れた表
示品位が得られた。
【００６５】本発明によれば、カラーフィルタ１８ａに
おいて、遮光膜１９の線幅をたとえば１０μｍと細くし
て、さらに遮光膜１９を形成しない隙間も１０μｍと細
くした場合、画素２８ａについては、赤（Ｒ）と青
（Ｂ）の各開口率は
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（７８×２５４）／（８８×２６４）×１００＝８５．
２％
であり、緑（Ｇ）については
（８３×２５４）／（８８×２６４）×１００＝９０．
７％
となり、平均で８７．０％となる。画素２８ｂや画素２
８ｃも平均開口率は８７．０％となり、反射率はいずれ
も１画素当たり１３．１％となる。
【００６６】しかしながら、画素２８ａ－画素２８ｂ－
画素２８ｃという順で繰り返す配列構成にしたことで、
規則性が生じ、これによって画素ピッチが大きいと、１
画素内の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各着色層をす
べて点灯しても、白色が白らしく見えない傾向になる場
合がある。
【００６７】したがって、このような色の周期性を解消
するために、画素ピッチ（カラーフィルター１８のピッ
チ）を小さくするのがよく、たとえば画素ピッチが２８
０μｍ以下の高精細な表示パネルにするとよい。
【００６８】なお、本発明においては、上記のような着
色層の配列構成のカラーフィルタ１８ａに限定されるも
のではなく、その他の配列構成にしてもよい。
【００６９】たとえば、図４に示すカラーフィルタ１８
ｂのように、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３つの着
色層でもって１画素２８ｄ，２８ｅ，２８ｆとして、各
画素２８ｄ，２８ｅ，２８ｆを遮光膜１９にて囲むこと
で、格子状となしている。
【００７０】縦列は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
それぞれの着色層にそろえているが、横列については、
赤（Ｒ）→青（Ｂ）→緑（Ｇ）の順番に並べた画素２８
ｄと、緑（Ｇ）→赤（Ｒ）→青（Ｂ）の順番に並べた画
素２８ｅと、青（Ｂ）→緑（Ｇ）→赤（Ｒ）の順番に並
べた画素２８ｆとを順次配列し、つづけて画素２８ｄと
画素２８ｅと画素２８ｆとの順でもって繰り返し横列に
配している。
【００７１】また、図５に示すカラーフィルタ１８ｃの
ように、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３つの着色層
でもって１画素２８ｇ，２８ｈ，２８ｉとして、各画素
２８ｇ，２８ｈ，２８ｉを遮光膜１９にて囲むことで、
格子状となしている。
【００７２】同様に縦列は赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青
（Ｂ）のそれぞれの着色層にそろえているが、横列につ
いては、青（Ｂ）→赤（Ｒ）→緑（Ｇ）の順番に並べた
画素２８ｇと、青（Ｂ）→緑（Ｇ）→赤（Ｒ）の順番に
並べた画素２８ｈと、緑（Ｇ）→青（Ｂ）→赤（Ｒ）の
順番に並べた画素２８ｉとを順次配列し、つづけて画素
２８ｇと画素２８ｈと画素２８ｉとの順でもって繰り返
し横列に配している。
【００７３】以上の各カラーフィルタ１８ｂ，１８ｃに
ついては、各画素とも平均開口率が同じになり、これに
よって特定の色が強調されなくなり、色調バランスが良
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好になり、優れた表示品位が得られた。
【００７４】
【発明の効果】以上のとおり、本発明のカラー液晶表示
装置においては、基板上にお互いに異なる着色層を個々
配列してなる画素をマトリックス状に配し、このマトリ
ックス状画素群の各画素間のみに遮光膜を設けた構成の
カラーフィルターにしたことで、反射型のカラー液晶表
示装置または半透過型のカラー液晶表示装置の反射モー
ドの使用において、開口率を大きくし反射率を高め、輝
度を向上させ、しかも、コントラストも高め、これによ
って総合的に性能を高めることで表示品位をバランスよ
く高めることができた。
【００７５】また、本発明においては、半透過型のカラ
ー液晶表示装置の透過モードの使用において、開口率を
大きくし透過率を高め、輝度を向上させ、しかも、コン
トラストも高め、これによって総合的に性能を高めるこ
とで表示品位をバランスよく高めることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の断面図である。
【図２】本発明に係るカラーフィルターの着色層配列パ
ターンを示す平面図である。
【図３】本発明に係る他のカラーフィルターの着色層配
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列パターンを示す平面図である。
【図４】本発明に係る他のカラーフィルターの着色層配
列パターンを示す平面図である。
【図５】本発明に係る他のカラーフィルターの着色層配
列パターンを示す平面図である。
【図６】従来の液晶表示装置の断面図である。
【図７】従来のカラーフィルターの着色層配列パターン
を示す平面図である。
【符号の説明】
１５…カラー液晶表示装置
１６、２４…透明基板
１７ａ…反射膜
１７ｂ…半透過膜
１８…カラーフィルター
１９…遮光膜
２１、２５…透明電極
２３、２６…配向膜
２２…液晶
２８…画素
Ｒ…赤の着色層
Ｇ…緑の着色層
Ｂ…青の着色層

【図１】 【図２】
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